
【Oh!Me】

毎日新聞のご購読お申し込みは

自然の美しさを伝える細密画

杉野さんが

描く「細密画」

は、植物学な

ど専門的な

知識も必要

とする繊細

な絵画で、植物や昆虫がありのままに、

そして芸術的に描かれているのが特徴。

これまで滋賀会館サロンや朽木いきもの

ふれあいの里、滋賀県立男女共同参画セ

ンターなどで展覧会を開催し、思わず触

れたくなるような作品は多くの人を魅了

してきた。

杉野さんが細密画に興味を持ったのは10

年ほど前のこと。「朽木いきものふれあ

いの里」で自然観察指導員として在職中、

植物画を描く体験教室に参加したこと

がきっかけだった。

植物や昆虫の

観察にスケッ

チは欠かせな

いが、体験教

室で初めて自分

の作品に色を塗り「なん

てきれいなんだろう！」と感動したという。

細密画の基礎を学んだあとは独学で技

術を磨き、以来、精力的に作品を制作

してきた。

一口に植物を描くと言っても簡単では

ない。「本物がかもし出す雰囲気は、あ

らゆる角度から観察して初めてつかめ

ます」と杉野さん。目に見える部分だけ

でなく、葉の裏側や

茎についている細かい毛、花びらはもち

ろん、オシベやメシベまでとことん観察

することが大切とのこと。さらに下絵だ

けで２時間以上かかることも多く、この

段階で挫折する初心者も多いそうだ。

苦労するのは彩色。見たままに塗るので

はなく、質感を表現するため、常に描き

方を模索しながらの作業となる。

「じっくり観察しているうちに、描いて

いる花のシーズンが終わり、翌年まで持

ち越す作品もあり

ます」とのこと。杉野さんは楽しそうに

笑うが、その根気には驚くばかりだ。

仕事と子育

てで多忙な

毎日を送る

杉野さんだ

が、子供た

ちに生き物

のことをわ

かりやすく紹介したいと、今春から友人

と２人で紙芝居の制作も始めた。先月開

催された琵琶湖博物館開館10周年記念

イベントで作品を発表し、好評を博した。

「これからも細密画を描き続けながら、

自然の美しさを子どもたちに直接語って

いきたい」と杉野さん。作品そのままの

誠実な人柄が印象的だった。　（取材・高井）
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